
（単位：円）

備　　考

担当部・課・係 　建設部　上下水道課　管理係 TEL 0772-45-1633 特-７

 実質収支(①－②－③) 0 0 0

決算概要

【決算の特徴】
　・施設整備事業に係る翌年度への繰越事業費の増等により、歳出総額は減少した。
　・歳入総額については、上記に伴う国庫補助金等の減により減少した。
　・一般会計繰入金については、受益者負担金（現年度分）が増となったものの、下水道使用料（現年度分）の減、流域下水道維持管理負担
　　金や市債償還元金の増等により、前年度に比べ約47,700千円増となる498,967千円となった。
【特記事項】
　・Ｈ30年度の施設概成に向けて整備を進めており、Ｈ28年度は11.8haの整備を行い、Ｈ28年度末の面積整備率は85.3％（対前年度比＋2.3
　　ポイント）、人口普及率は67.0％（対前年度比＋1.5ポイント）となった。
　・Ｈ28年度末の市債残高は9,702,439千円（対前年度比△15,077千円）

市債利子 △ 13,414,379

 翌年度に繰り越すべき財源③ 38,960 149,560 △ 110,600

 歳出② 1,585,078,642 1,614,304,089 △ 29,225,447

流域下水道維持管理負担金 ＋26,406,373
公共下水道施設整備事業 △ 72,755,970
市債償還元金 ＋37,038,695

市債 △ 4,100,000
△ 62,028,080

 うち一般会計繰入金 498,967,365 451,257,517 47,709,848

平成28年度決算　事業等説明資料

会 計 名 　下水道事業特別会計

設置目的 公共用水域の保全と生活環境の改善

決　　算

項　　目
決   算   額

主な増減内訳・理由
Ｈ28 Ｈ27 増減

 歳入① 1,585,117,602 1,614,453,649 △ 29,336,047

受益者負担金（現年度分） ＋6,327,800
下水道使用料（現年度分） △ 1,360,884
国庫支出金


